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Sweden’s immigration policy:its status quo and problems
藤岡　純一
Abstract：Respect for human rights is one of the cornerstones of Sweden’s migration policy. Human rights apply 
throughout the world, irrespective of country, culture and association.
　Sweden has been accepting a large number of immigrants including refugees according to this basic idea. Different 
measures such as Swedish education, compulsory and upper secondary school, vocational training for adults and 
employment promotion have been taken for many years. Today about 14% of Swedish population is foreign-born. 
However, problems arise in educational achievements, employment rates, income they gain etc.
　This paper describes the status quo and problems of Sweden’s migration policy. New measures against the problems 
are also mentioned. So far there have been few papers in Japan on Swedish migration policy. 
　Achieving a society which is characterized by mutual respect for differences within the limits set by the fundamental 
democratic values should be quite important for Japanese society in the future.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


























　1900 年代の初めのスウェーデン人口は 510 万人で
あった．そのうち 36,000 人足らずが外国生まれであっ
た．2004 年には人口は 900 万人を超えたが，そのうち
外国生まれは 110 万人であった．さらに 2009 年には































　表１は 2005 年から 2010 年までの根拠別の移民者の
推移である．難民は 2005 年の 8,000 人から 2006 年の
20,600 人に急増した．この増加は，2005 年 11 月から
2006 年５月までの一時的な避難所法が発効したことに
よる．イラクからの難民がこの年約9,000人にのぼった．
その後，2008 年と 2009 年には難民は約 11,000 人に減少
した．最も多い根拠は，男女ともすでに家族・親族がス
ウェーデンに居住していることである．労働移民者は










難民 家族・親族 労働 教育 EEA協定 合計
2005 8,076 22,713 5,985 6,837 18,071 61,682
2006 20,663 27,291 6,257 7,331 20,461 82,003
2007 18,290 29,515 9,859 8,920 19,387 85,971
2008 11,173 33,687 14,513 11,186 19,398 89,957
2009 11,119 34,704 21,582 13,487 17,606 98,498
2010 12,073 25,076 21,584 14,188 18,480 91,401
2005 13.1 36.8 9.7 11.1 29.3 100.0 
2006 25.2 33.3 7.6 8.9 25.0 100.0 
2007 21.3 34.3 11.5 10.4 22.6 100.0 
2008 12.4 37.4 16.1 12.4 21.6 100.0 
2009 11.3 35.2 21.9 13.7 17.9 100.0 















2004 2005 2006 2007 2008 2009
スウェーデン 11,467 11,066 12,821 12,340 13,388 13,985
イラク 3,126 3,094 11,146 15,642 13,083 9,543
ソマリア 1,159 1,355 3,008 3,941 4,218 7,021
ポーランド 2,552 3,525 6,442 7,617 7,091 5,261
中国 1,563 1,749 2,035 2,485 2,925 3,462
タイ 2,175 2,205 2,571 2,695 3,235 3,165
デンマーク 3,203 3,494 4,365 4,319 3,371 3,010
イラン 1,610 1,365 2,274 1,795 2,169 2,976
ドイツ 2,010 2,147 3,100 3,745 3,492 2,845
フィンランド 2,716 2,793 2,553 2,494 2,390 2,385
トルコ 1,314 1,316 1,758 1,681 1,697 2,213
ノルウェー 2,573 2,425 2,477 2,371 2,239 1,917
ルーマニア 395 415 422 2,632 2,595 1,876
インド 887 1,131 1,108 1,204 1,629 1,854
パキスタン 529 730 1,011 1,346 1,608 1,850
イギリス 1,229 1,146 1,601 1,578 1,763 1,622
アメリカ 1,174 1,118 1,223 1,233 1,526 1,541
アフガニスタン 851 577 1,592 816 971 1,384
エリトリア 264 554 669 725 1,014 1,197







人で 81.0%，「外国に背景のある人」が 891,693 人で
19.0%，うち「外国生まれの人」が 689,539 人で 14.7%
であった．男性の人口 4,649014 人のうち「スウェーデ
ンに背景を持つ人」は 3,787380 人で 13.9％，「外国に背
景のある人」が 861,634 人の 18.5％，うち「外国生まれ
の人」が 648,426 人の 13.9％となっている．「外国に背
景を持つ人」や「外国生まれの人」が著しく多くなって






2005 2006 2007 2008 2009
合計 4,561 4,589 4,619 4,652 4,691
外国に背景を持つ人 759 789 821 855 892
16.6 17.2 17.8 18.4 19.0 
うち外国生まれ 587 611 635 662 690
12.9 13.3 13.7 14.2 14.7
スウェーデンに背景を持つ人 3,802 3,800 3,798 3,798 3,800
83.4 82.8 82.2 81.6 81.0 
男性
2005 2006 2007 2008 2009
合計 4,486 4,523 4,564 4,604 4,690
外国に背景を持つ人 720 753 789 824 862
16.0 16.6 17.3 17.9 18.5
うち外国生まれ 538 564 593 620 648
12.0 12.5 13.0 13.5 13.9
スウェーデンに背景を持つ人 3,766 3,770 3,775 3,780 3,787































































































表４　2007 年にプログラムを開始した学生の 2009 年までの結果
％，人
修了 中途退学 継続中 合計
すべての学生 61.8 23.4 14.8 34,104
女性 65.9 20.1 14 17,856
男性 57.3 26.9 15.8 16,248
16 － 19 歳 63.8 19.5 16.7 1,021
20 － 24 歳 64.5 22.8 12.6 6,044
25 － 39 歳 62.9 22.7 14.4 19,785
40 － 54 歳 58.2 24.4 17.4 6,274




























































歳までが 38％，22 － 24 歳が 13％，25 － 29 歳が 15％，
30 － 34 歳が 12％，35 － 64 歳が 22％であった．











大学進学コース 54 54 56 51
職業コース 30 25 21 21
個人プログラム 7 9 12 20
自由設立学校 9 12 11 8
合計 100 100 100 100
人数 197,384 23,986 14,111 23,176
男子
大学進学コース 46 47 48 43
職業コース 35 30 24 23
個人プログラム 9 11 15 24
自由設立学校 10 13 13 9
合計 100 100 100 100













　2009 年の 20 歳から 64 歳までの就業率は，女性の場
合スウェーデン生まれが 79.3%，外国生まれが 60.3% で，
「後者÷前者」で示される就業率ギャップは 76 であった．
男性の場合，スウェーデン生まれの就業率は 83.1％，外


































指導的地位 相応しい職業 その他 合計
スウェーデン生まれ
　両親ともスウェーデン生まれ 10 73 18 1,190
　1 人の親がスウェーデン生まれ 9 71 20 106
　両親とも外国生まれ 8 68 24 40



















108,527 人，男性 263,744 人で，就業人口に占める割合は，
それぞれ 5.3%，11.8％であった．男性の方が人数，割合
とも女性の２倍以上に達している．そのうち国内生まれ







国内生まれ 外国生まれ 国内生まれ 外国生まれ
農林漁業 3.0 0.8 0.9 0.6 
製造業・鉱業，エネルギー・環境 20.7 19.2 6.7 7.0 
建設 12.6 6.5 1.0 0.7 
商業 13.1 13.1 10.8 9.6 
輸送 7.5 10.1 2.7 2.8 
ホテル・レストラン 1.7 8.3 2.6 5.8 
情報・コミュニケーション 5.8 4.0 2.5 2.2 
金融・法人ザービス 16.2 17.3 14.7 15.7 
行政 5.3 3.2 7.5 5.6 
教育 5.3 5.4 17.4 16.0 
看護・福祉 4.8 8.0 27.4 28.8 
人的・文化的サービス 4.0 3.7 5.6 5.0 
その他 0.1 0.4 0.1 0.2 










　20 歳から 64 歳までの稼働所得の中央値は，2008 年に



















国内生まれ 232 297 262
外国生まれ 172 215 191






















































2002 年選挙 2006 年選挙
女性 男性 全体 女性 男性 全体
外国生まれ 68.4 66.0 67.3 65.1 68.5 66.9
　18 － 44 歳 64.5 57.2 60.8 60.1 64.6 62.5
　45 歳以上 71.5 75.9 73.4 69.3 71.3 70.4
国内生まれ 82.7 82.3 82.5 84.1 85.2 84.7
　両親とも外国生まれ 62.5 60.9 61.6 71.3 78.0 74.4
　親の 1人が外国生まれ 83.1 77.6 80.4 79.6 84.2 81.8
　両親とも国内生まれ 83.3 83.2 83.2 84.8 85.5 85.1
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